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表紙レイアウトの使い方

• スライド資料の先頭で表紙として使用する

インカム活用と誘導基準の明確化による入浴業務改善

- 「職員を探す」をなくし、利用者と向き合う - 

社会福祉法人もみじ会

デイサービスセンターにこにこプラザ六戸

主催：あおもり介護生産性向上相談センター
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事業所概要
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施設名 デイサービスセンターにこにこプラザ六戸

施設種別 通所介護

定員 40人

開設日 2000年2月1日

所在地

〒033-0071

青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字権現沢

54-767



この赤色ガイドより
外に要素を配置してはいけません

この黄色ガイドは
スライドの中央線です

モノを配置する目印にしてください

この黄色ガイドは
スライドの中央線です
モノを配置する目印にしてください

この黒色ガイドは
フッター用の領域との境界線です

この赤色ガイドより
外に要素を配置してはいけません

この紫色ガイドは
ページタイトルとの境界線です

基本レイアウトの使い方

• ページタイトル&コピーライト&ページ番号のみが配置されており、あとは自由に配置するためのレイアウト

• 資料の大部分はこのレイアウトになることを想定している

All Rights Reserved. TRAPE Inc. ｜ 3All Rights Reserved. TRAPE Inc. ｜ 3

伴走支援に応募した動機・目指す姿

⚫ 利用者と向き合う時間を増やすために

⚫  インカムを活用し、連携の効率化を推進したい
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取組み方針
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今回は、厚生労働省が2025年8月に改訂した 『生産性向上ガイドライン』（共通冊子）の

ステップ１〜６に従って取組みを進めた（特に、「準備８割」を重要視した）

準備８割
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ステップ1：改善活動の準備をしよう
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プロジェクトチームの結成

プロジェクトチームの結成 &キックオフミーティングの実施

⚫ 生活相談員や現場リーダーを中心に
チーム結成した

⚫ 管理者はチームのサポートに回った

経営層がキックオフで伝えたこと

⚫ モデル事業所に選ばれたことはチャンス！

⚫ 地域で選ばれ続ける事業所になろう！

⚫ そのためには現状維持ではなく、常に新しい
ことにチャレンジし、みんなで前に進もう！

施設長からのキックオフ宣言
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ステップ2：現場の課題を見える化しよう
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• アンケート結果をもとに、職員全員で対話を進めた結果、「午後に利用者と向き合う時間が少ない」

「リーダーの休憩がきちんと取れていない」 ことが課題として挙げられた

• その原因として「午前中の入浴業務が予定通り終わらない」 ことが影響している可能性が見えてきた

現場の課題を職員間で共有することを目的にアンケートを実施し、課題の可視化

対話から課題と感じた内容を整理

午後に利用者と
向き合う時間が

少ない

リーダーの休憩が
きちんと取れない

入浴業務が
予定通り終わらない
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ステップ2：現場の課題を見える化しよう
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対話・アンケートから明確になった 「入浴業務」 の課題

「入浴業務が予定通り終わらない」について深掘り

• 入浴時の利用者誘導に時間がかかっており、業務の流れがスムーズでない

→次にどの利用者を誘導するのか？についての 「基準が不明確」 であるため 迷いが発生

• 入浴の時間帯に持ち場を離れて他職員を探したり、呼びに行くのに時間が取られる

→処置が必要な際、浴室にいる職員がホールにいる看護師を呼びに行くことが多い

浴室への利用者誘導はスムーズですか？

７%29%21% 43%

他職員を
呼びに移動した

合計回数（週）
1日平均

２９回 約５回
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ステップ3：実行計画を立てよう
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取り組みの方向性

「誘導の基準」を
明確にする

課題解決するアプローチ目的達成への課題

インカム を活用し
移動を減らす

目指す目的

リーダーが休憩とれる

利用者と関わる
時間を増やせる

• 入浴誘導に時間かかる

• 入浴誘導の順番に迷う

• 入浴の時間に他職員を

探したり、呼びに行くの

に時間が取られる
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ステップ3：実行計画を立てよう
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⚫ 入浴の時間が長い利用者から先に誘導することを原則にした

⚫ 誘導の順番については、リーダーが「誘導の基準」の土台を作成し、最終的には職員全員で

完成させた

入浴誘導時の基準を明確化

曜日 誘導の基準

月曜日

• 男性利用者を最初に誘導する
• 男性の中でもA さんを一番最初に誘導する（浴槽で長く浸かるのが好み）
• 女性利用者は B 様、C 様、D 様など動作がゆっくりな利用者や入浴拒否

されることがある利用者から誘導する
• その後は、軟膏ある利用者、総合事業者、自立している利用者を間に呼び
最後に動作に時間がある利用者や E様、F 様を呼ぶ

火曜日
• 最初と最後に動作がゆっくりな利用者を誘導する
• 軟膏の塗布がある利用者や自立している利用者などを間に誘導する
• Gさんはホットパックをかけないで、入浴後にかける

入浴マニュアルから一部抜粋（本来は全曜日の記載あり）
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ステップ3：実行計画を立てよう
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インカムの活用方法を明確化

⚫ まずは、入浴業務で活用し始める

⚫ 主にホールと浴室にいる職員が移動せずに、タイムリーに連携できることを目指す

使用目的 装着する職員 主に使用するタイミング

入浴中の
情報共有や連携を
スムーズにするため

• ホール介助者

• 着脱介助者（ナースを含む）

• リーダー

• 相談員

• 離れている職員を呼びたいとき

• 情報共有したいとき

• 利用者を誘導して欲しいとき

入浴マニュアルから一部抜粋
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ステップ4：改善活動に取り組もう

基準に沿った入浴誘導

⚫ 誘導は基準に沿って進めると、迷うことがなくなりスムーズになってきた

⚫ 誘導の基準があることで、「次にどの利用者を誘導するか」 について職員同士で話しやすくなった

誘導の順番について検討している場面
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ステップ4：改善活動に取り組もう

インカム活用

⚫ インカムを実際に活用してみると、動作不良や音声が聞こえにくいことがあった

⚫ 操作については、職員でサポートし合ったことで、すぐに慣れていった

インカムを活用している場面

インカムを活用することで、浴室とホールを移動することが減っていった
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ステップ5：改善活動を振り返ろう 成果の結論
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働きやすさが向上した

職員のストレス度が

減少した

インカム活用と

誘導基準の明確化により

入浴がスムーズになった

リーダーが休憩を

とりやすくなった

利用者と関わる

時間が増加した
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ステップ5：改善活動を振り返ろう 成果①

インカムを使用することムダな移動がなくなり、効率化・負担軽減につながった

0%

20%

40%

60%

80%

100%

前 後

インカムが業務の効率化や負担軽減に

役立つと感じている職員の割合

43％

100％

57％ 増加
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入浴時に他職員を呼びに移動した

合計回数

29回

17回

41％ 減少

（回/週）

すべての職員が
インカムは役立つと実感

ムダな移動が
大きく減少
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入浴の誘導業務をスムーズに行えている

と感じている職員の割合

ステップ5：改善活動を振り返ろう 成果②
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入浴の誘導がスムーズになり、予定通りに終わることが増えた

64％

92％

28％ 増加

92％

９割を超える職員が入浴の誘導業務
がうまくいっていると回答
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リーダーの休憩時間も取組前より確保できるようになった

36.4分

49.1分

26％ 増加

※取組後のデータ測定について
本測定は、利用者数が多く、かつ職員数が少ない期間に実施したため、確保できた時間は約50分にとどまった。

一方、現在の通常体制においては、約60分の時間を確保できるようになっている。

（分/日）
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43％

93％

57％ 増加

32.4分

35.5分

10％ 増加

（分/日）

利用者が自分らしく過ごせている

と感じている職員の割合

利用者に関わる時間が増加し、利用者に合わせたケアもできるようになってきた

職員一人当たりの

職員全体で換算すると
1日約30分程度増加
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ステップ5：改善活動を振り返ろう 成果⑤

13.4点

8.5点

37％ 減少

（点 /人）

職員の心理的ストレスが減少し、７割の職員で働きやすさの向上が見られた

70%

30%

今回の取り組みを通して

働きやすさは向上しましたか？

そう思う そう思わない
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ステップ5：改善活動を振り返ろう 成果⑥
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リーダー層から見た成果

現場職員から見た成果

使う前はICT機器や

インカムに抵抗があったが

使っていくと便利だと感じた

職員でこまめに対話しながら

進められたので

自分たちで現場を変えている

実感を得られた

入浴の際、インカムを使う事で

その場を離れずにすみ

お風呂場にいる利用者に

丁寧に対応する事ができた

取組む過程で職員間の

対話が活発になり

チームの連携も

更に強固になったと感じる

積雪で送迎が遅れるなどの

イレギュラーがない限りは

休憩も取りやすくなってきた

「自分達のデイをどう変える

か」という、現状と未来を見据

えた「前向きな対話」を楽しむ

土壌ができた
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ステップ6：実行計画を練りなおそう

20

新たな課題と残された課題 次なる取り組み

新たな課題とありたい姿に向けた次なる取組み

入浴が予定通り終わるようになり

午後時間に余裕が出てきても

他の業務（行事準備や報告書作成など）を

優先して事務所にこもってしまう人も多かった

コメント確認中

利用者と関わる時間と

自分の仕事をする時間を明確化しているが

それがしっかり守られていないので

改めて全職員に周知し、徹底していく
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プロジェクトを通して感じたこと、今後の方針

21

プロジェクトを通じて得た学び、感じたこと

改善のプロセスについて学ぶことができ

自分たちでも変えていけるんだ

という体験ができてよかった

インカムなんて必要ないと思っていたが

使ってみる便利だった

まずは何事も試してみることが

大事だと気づいた

職員同士が互いに教え合い、

支え合う姿を通じて、業務における

チームワークの重要性を再認識した

業務内容をデータ化・棚卸しすることで、

冷静に「優先順位」を判断でき

個人の業務改善にも繋がると感じた
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経営者からのコメント
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社会福祉法人もみじ会 常務理事

白井 純一朗

今回、伴走支援に応募したのは、長期的に地域で存続できる体質を身に
つけることが目的でした。

国が求める質の高いケアや、法改正で煩雑化する業務に対応するには、大
胆なDX化が不可欠です。そうしなければ、当所の強みである個別性の高い
リハ・ケアの継続は困難だと想定されました。

当初、変化を嫌う現場からは拒否的な反応もありましたが、指導を受けつつ
段階的に導入を進めた結果、間接業務の削減やケア時間の増加といった
成果を実感できました。この成功体験が大きな収穫です。

現在は再スタートの段階です。職員は自らの可能性に気づき、「挑戦なくし
て成功なし」を実感できました。
今後は主体的に挑戦する組織へと成長できるよう、サポートしていきます。

理念である「地域でのその人らしい生活」の実現には、高い技術と、新しいこ
とへ挑む「柔軟性」が必要です。デバイス活用や連携で業務効率を上げ、
より個別性の高いケアを提供することが私たちの使命だと考えます。

この柔軟性を取り戻し、理念に沿ったケアを実践できれば、地域で長期的に
存続できると確信しています。 「自分たちは変化できる」という貴重な経験を
得られたことに、深く感謝いたします。
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